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●石彫シンポジウム開幕　～8月下旬まで

●シリーズ特集『市町村合併を考える①』
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〝
彫
刻
と
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
〞

石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
幕

七
月
二
十
四
日
、
町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
は
「
彫
刻
と
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
る
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、
七
十
人
余

の
出
席
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
開
会
に
あ

た
り
、
斎
藤
町
長
か
ら
「
今
回
の
石
彫
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
井
川
町
発
足
五
十
周
年

を
記
念
し
て
開
催
す
る
も
の
。
今
ま
で
五

回
の
彫
刻
展
を
開
催
し
て
き
て
、
彫
刻
の

イ
メ
ー
ジ
が
だ
い
ぶ
変
わ
っ
た
。
国
花
苑

に
も
多
彩
な
作
品
が
設
置
さ
れ
て
き
て
い

る
。
そ
う
し
た
中
で
、
ど
う
や
っ
て
石
に

穴
を
刻
ん
で
い
く
の
か
、
と
い
う
こ
と
を

実
際
に
見
る
こ
と
も
大
変
、意
義
が
あ
る
。

ま
た
無
定
型
の
も
の
か
ら
定
型
の
も
の
が

で
き
あ
が
っ
て
い
く
過
程
を
み
な
が
ら
、

作
家
と
町
民
の
交
流
が
生
ま
れ
て
い
っ
て

ほ
し
い
。
公
開
制
作
で
で
き
た
作
品
は
、

さ
く
ら
駅
か
ら
国
花
苑
ま
で
の
道
筋
に

設
置
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
で
き
た
作

品
を
楽
し
み
な
が
ら
、
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
発
展
し
て
い
く
き
っ
か
け
に
な
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

招
待
作
家
・
牛
尾
氏
基
調
講
演

「
彫
刻
と
ま
ち
づ
く
り
」

彫
刻
家
・
牛
尾
啓
三
さ
ん
に
よ
る
基

調
講
演
「
彫
刻
と
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、

牛
尾
さ
ん
の
主
な
作
品
群
を
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
で
紹
介
。「
彫
刻
は
街
中
、
田
園

風
景
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
場
に
置
か
れ
る

が
、
彫
刻
は
背
景
に
よ
っ
て
生
き
て
く
る

も
の
。
作
品
を
見
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
作
品
と
背
景
を
見
て
も
ら
っ
て

い
る
の
で
す
」
と
牛
尾
さ
ん
談
。

さ
ら
に
海
外
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム(

公

開
制
作)

の
様
子
を
ビ
デ
オ
映
像
で
紹
介
。

作
品
の
で
き
あ
が
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
・

過
程
や
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
と
彫
刻
作

家
と
の
交
流
を
多
彩
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交

え
な
が
ら
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、
日
本
国

内
で
の
彫
刻
を
通
し
た
地
域
づ
く
り
事
例

を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

基
調
講
演
の
後
は
、
彫
刻
と
ま
ち
づ
く

り
を
テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
な
い
ま
し
た
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
日
本
国
花
苑
彫
刻
整
備
実
行

委
員
・
秋
田
大
学
教
授
笠
原
幸
生
さ
ん
、

パ
ネ
リ
ス
ト
に
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
招
待

作
家
の
荻
野
弘
一
さ
ん
・
牛
尾
啓
三
さ
ん
・

田
中
毅
さ
ん
、
ま
た
町
民
代
表
と
し
て
武

塙
悠
貳
さ
ん
、
小
林
千
世
さ
ん
が
参
加
。

話
題
の
中
か
ら
、
招
待
作
家
三
氏
の
コ
メ

ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
回
の
公
開
制
作
に
あ
た
っ
て
、
ど
の

よ
う
な
作
品
制
作
を
考
え
て
い
ま
す
か

荻
野‥

作
品
名
は
〝
湖
人(

こ
び
と)

〞
。

こ
の
地
の
文
化
や
生
活
に
関
わ
り
の
深

い
で
あ
ろ
う
八
郎
湖
。
そ
こ
に
住
む
湖

人
が
、
国
花
苑
に
何
か
楽
し
い
も
の
を

見
に
行
く
途
中
の
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
み
た
。

牛
尾‥

作
品
名
は
〝
大
地
の
お
く
り
も
の

さ
く
ら
の
わ
〞
メ
ビ
ウ
ス
の
輪
の
形
を

し
た
二
つ
の
穴
を
窓
に
見
た
て
、
窓
の

向
こ
う
に
国
花
苑
に
続
く
道
が
見
え
る

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
。
さ
く
ら
駅
に
設
置

IKAWA Sculpture Symposium Of Stone

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
井
川
町
の
歓
迎

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
な
れ
ば
良
い
と
考
え

て
い
る
。

田
中‥

井
川
町
の
文
化
を
考
え
て
、
願

人
踊
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品
。
（
旧

羽
立
分
館
地
内
の
）
大
ケ
ヤ
キ
の
下
に

設
置
す
る
予
定
で
、
井
川
町
の
歴
史
を

見
て
き
た
ケ
ヤ
キ
が
何
を
求
め
て
い
る

の
か
を
考
え
な
が
ら
、
こ
の
地
域
の
風

土
、
文
化
を
表
現
し
た
い
。

2

石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
幕

石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
幕�

石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
幕

石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
幕�

石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
幕

石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
幕�

石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
幕�

八
月
下
旬
ま
で�



3

町
民
と
作
家
と
の
交
流
と
は
、
ど
う
い
う

関
わ
り
合
い
方
が
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か

牛
尾‥

〝
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〞
と
は
、
ギ

リ
シ
ャ
語
が
語
源
の
、
古
代
ア
テ
ネ
で

使
わ
れ
て
い
た
「
酒
を
酌
み
交
わ
す
」

と
い
う
意
味
の
〝
シ
ン
ポ
ジ
オ
ン
〞
と

い
わ
れ
ま
す
。
現
代
で
は
、
こ
う
し

た
会
を
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
呼
ん
で
い

ま
す
が
、
作
家
に
と
っ
て
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
と
は
、
公
開
制
作
の
中
で
人
と
交

流
す
る
こ
と
。
交
流
、
そ
し
て
ふ
れ
合

い
と
は
、
ま
ず
会
場
に
来
て
、
見
て
も

ら
い
、
理
解
し
て
も
ら
う
。
『
見
る
理

◇ワークショップ
－石に色を塗って何かを作ろう－
日 時：８月 7日 ( 土 ) 午前 10時から

◇彫刻制作風景フォトコンテスト
〆 切：8月 23日 ( 金 )

◇石彫シンポジウム閉会式
日 時：8月 29日 ( 日 ) 午後 3時から

解
』
か
ら
『
参
加
す
る
理
解
』
へ
つ
な

が
っ
て
い
け
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

荻
野‥

私
は
彫
刻
家
で
あ
り
、
農
家
で

も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
と
変
わ
ら
な
い

生
活
を
し
て
、
そ
の
中
か
ら
出
て
き
た

も
の
を
彫
刻
で
表
現
し
て
い
ま
す
。
彫

刻
・
美
術
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
生

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
話
し
合
え
る

こ
と
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
ア
ー
ト
だ
か
ら
、
で
は
な
く
一

人
の
人
と
し
て
、
現
地
に
来
て
気
軽
に

話
し
か
け
て
ほ
し
い
。

「毎年々々、彫刻作品が置かれていく
たびに、国花苑の空気が変わっていく
のを感じます。国花苑は、美術館のよ
うに彫刻がただ置いてあるだけではな
く、同じ公園の中でスポーツを楽しむ
人がいる、近代彫刻の中でそこに住む
人たちが動いてるという雰囲気は、他
では見ることができない特別な公園な
のです」と話す荻野弘一さん。

「
見
る
」
理
解
か
ら
、「
参
加
す
る
」
理
解
へ
、

ま
ず
は
、
現
場
に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
夏
、
〝
ア
ー
ト
を
通
じ
て
、
作
家

と
町
民
、
ま
た
多
く
の
人
が
出
会
い
交
流

す
る
〞
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。「
ど
う
し
た
ら
良
い
の
？
」

「
何
の
話
を
す
る
の
？
」
と
考
え
る
前
に

ま
ず
は
現
地
・
国
花
苑
へ
出
か
け
て
み
ま

し
ょ
う
。
彫
刻
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
過

程
を
楽
し
ん
で
見
て
は
い
か
が
で
す
か
。

公
開
制
作
は
八
月
二
十
九
日
の
閉
会
式

ま
で
、
続
い
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

『
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
に
関
す
る
こ
と

は
、
井
川
町
役
場 

情
報
課
ま
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話
０
１
８
（
８
７
４
）
４
４
１
３

有
線
４
５
６
６

石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
幕�

石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
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石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
幕�
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み
ん
な
が
選
ぶ
、
町
民
賞
決
ま
る

桜
の
名
所
・
日
本
国
花
苑
を
舞
台
に

緑
豊
か
な
自
然
空
間
に
ふ
さ
わ
し
い
彫

刻
作
品
を
常
設
展
示
し
、
自
然
環
境
と

の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、
町
が
め
ざ
す

〝
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
〞
の
シ
ン
ボ
ル

と
す
る
「
桜
の
森
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
」。

第
五
回
展
を
数
え
た
今
年
、
応
募

一
八
二
点
の
作
品
の
中
か
ら
、
入
賞
作

品
が
八
点
が
決
定
。
去
る
六
月
二
十
二

日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
九
日
間
、
町
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
応
募

作
品
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
で
は

準
賞
作
品
五
点
の
中
か
ら
、
来
場
者
の

投
票
に
よ
る
町
民
賞
を
選
出
。
町
民
賞

に
は
埼
玉
県
・
新
谷
一
郎
さ
ん
の
「
や

す
ら
ぎ
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

やすらぎ 新谷 一郎さん（埼玉県）

カバの親子が気持ちよく休んでいる様子を黒
御影石を使って表現してみた。どこか愛嬌が
あって憎めないポーズに、思わずさわって、
触れて遊んでみたくなり、いつしか安らぎの
ある時間を感じとれることを願っている。

授
賞
式
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
開
催

七
月
十
日
、
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
は
授
賞
式
並
び
に
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
授
賞
式
に
は
受

賞
者
を
は
じ
め
、六
十
人
余
り
が
出
席
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
新
井
浩
さ
ん(

福

島
県
・
蝶
が
舞
う
森)

が
あ
い
さ
つ
。「
東

京
で
作
業
し
て
い
る
が
、
こ
の
桜
の
森

彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
は
関
東
圏
で
も
非
常

に
人
気
の
あ
る
コ
ン
ク
ー
ル
の
一
つ
。

桜
の
森
と
い
う
冠
を
持
っ
た
こ
の
コ
ン

ク
ー
ル
が
と
て
も
良
い
イ
メ
ー
ジ
で
、

◆
町
民
賞

応
募
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
レ
ベ
ル
の
高
い
コ
ン
ク
ー
ル
で

賞
を
受
賞
で
き
、
大
変
嬉
し
い
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
喜
び
の
声
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

設
置
は
、
来
春

今
回
、
受
賞
さ
れ
た
作
品
、
大
賞
一

点
、
優
秀
賞
二
点
、
町
民
賞
一
点
の
計

四
点
の
作
品
は
、
実
制
作
さ
れ
、
来
春

日
本
国
花
苑
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

第５回桜の森彫刻コンクール
町民賞投票結果

作品
Ｎｏ 出品者 作品名 得票数

31
木戸三恵子
（石川県）

満天の想 13票

34
長沼克己
（岐阜県）

桜の森の袋 7票

38
猪瀬昌延
（東京都）

ユメは空を飛ぶ 24票

81
野間口 泉

（鹿児島県）
HIRAI Ⅱ

大空はみんなのもの
19票

147
新谷一郎
（埼玉県）

やすらぎ 113票

入賞作品を一つひとつ講評する、堀川恭審査員

前
回
、
第
四
回
コ
ン
ク
ー
ル
で
町
民
賞
を

受
賞
し
た
「
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｙ―

桜
」
も

国
花
苑
の
仲
間
入
り
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第
二
〇
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
七
月

十
一
日
実
施
さ
れ
、
午
前
７
時
か
ら
町
内
九
箇

所
の
投
票
所
で
投
票
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

井
川
町
の
有
権
者
数
は
五
、
〇
〇
〇
人
（
男

性
二
、三
二
〇
人
・
女
性
二
、六
八
〇
人
）。
投

票
者
数
は
三
、四
一
七
人
で
投
票
率
六
八
・
五
五

パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
開
票
は
午
後
八
時
か
ら

役
場
大
会
議
室
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
町
の
秋

田
県
選
挙
区
の
各
候
補
者
の
得
票
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
比
例
代
表
の
投
票
結
果
は
省
略
し
ま
す
）

七
月
四
日
、
井
川
町
消
防
団
に
よ

る
平
成
十
六
年
度
井
川
町
消
防
団
中

継
送
水
操
作
・
駆
付
訓
練
講
習
会
お

よ
び
小
型
ポ
ン
プ
操
法
・
規
律
訓
練

大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
に
行
な
わ
れ
た
中
継
送
水

操
作
・
駆
付
訓
練
講
習
会
で
は
、
井

川
中
学
校
で
火
災
が
発
生
し
た
と
の

想
定
で
、
中
継
送
水
駆
付
け
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
乾
燥
状
態
が
続
き
、

延
焼
拡
大
の
恐
れ
が
あ
る
と
の
緊
迫

し
た
火
災
状
況
を
想
定
し
て
の
訓
練

と
あ
り
、
迅
速
な
対
処
が
求
め
ら
れ

る
場
面
。
団
員
も
一
つ
一
つ
の
作
業

に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
午
後
か
ら
は
浜
井
川
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
・
規
律

訓
練
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
大

会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
ポ
ン
プ
操
法
の
部
〕

第
１
位　

第
三
分
団

第
２
位　

第
八
分
団

第
３
位　

第
七
分
団

〔
規
律
訓
練
の
部
〕

第
１
位　

第
七
分
団

第
２
位　

第
一
分
団

第
３
位　

第
二
分
団

地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
！

す
ず
き
陽
悦 

一
、
六
七
四
票

今
川　

和
信 

二
一
八
票

さ
い
と
う
滋
宣 

一
、
四
四
三
票

7月 19日から 20日にかけ、秋田県内で大雨・洪
水警報が発令される集中豪雨に見舞われました。幸い、
人命にかかわる被害は無かったものの、小規模な土砂
くずれなどの被害が町内に見られました。
井川町に最も近い観測地点・五城目観測地点では 7

月 19日、１日の降水量は 53mm、うち午後 7時か
らの１時間の降水量 39mmでした。
同地点の 7月の降水量の平年値 (1979-2000年 )

は 157mmで、7月 19日は一晩で１ヶ月分の約３分
の１の量、そのうえ、午後 7時台の１時間で１ヶ月
分の約４分の１の量の雨が降った計算になります。
( データは秋田地方気象台ホームページ参照

 URL http://www .sendai-jma.go.jp/tidai/akita/)

―

投
票
率
６
８
・
５
５
％―
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用
職
員
も
二
町
に
比
較
し
て
多
い
こ

と
か
ら
、
類
似
団
体
の
職
員
数
を
目

安
と
す
べ
き
で
あ
る
と
か
、
合
併
を

見
据
え
た
職
員
削
減
の
自
助
努
力
も

必
要
で
あ
る
等
、
多
く
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

合
併
協
議
の
進
捗
状
況

昨
年
の
十
月
に
設
置
し
た
五
城
目

町
・
八
郎
潟
町
・
井
川
町
合
併
協
議

会
も
七
月
二
十
八
日
で
、
十
回
目
の

開
催
を
数
え
ま
し
た
。
今
年
六
月
に

行
な
っ
た
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

で
も
説
明
し
て
お
り
ま
す
が
、
課
題

と
な
っ
て
い
る
点
や
協
議
内
容
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
合
併
協
議
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
合
併
協
議
会
だ
よ
り
に
も
掲

載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

協
議
の
進
捗
状
況
は
、
当
初
の
予

定
よ
り
か
な
り
遅
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
原
因
は
、
選
挙
や
各
町
の
議
会
の

会
期
等
に
よ
り
、
日
程
調
整
が
難
し

く
、
当
初
の
計
画
ど
お
り
開
催
で
き

て
い
な
い
こ
と
、
重
要
案
件
に
関
し

て
、
考
え
方
や
調
整
に
協
議
時
間
が

長
く
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

合
併
新
町
の
組
織
機
構
に
つ
い
て

具
体
的
に
は
「
新
町
の
事
務
所
の

位
置
に
つ
い
て
」、
五
城
目
町
役
場

を
仮
に
本
庁
と
想
定
し
、
組
織
機
構

を
含
め
て
協
議
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
し
た
が
、
一
般
職
の
職
員
の
身
分

の
取
り
扱
い
の
協
議
に
お
い
て
、
職

員
の
人
数
が
「
類
似
団
体
」
と
比
較

し
て
少
な
い
八
郎
潟
町
・
井
川
町
と
、

か
な
り
多
い
五
城
目
町
と
の
考
え
方

に
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
や
、
臨
時
任

ま
た
、
臨
時
的
任
用
職
員
に
対
し

て
も
様
々
な
意
見
が
あ
り
、
組
織
機

構
と
合
わ
せ
、
継
続
協
議
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
削
減
方
法

に
つ
い
て
は
調
整
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

財
産
及
び
債
務
の
取
り
扱
い

基
本
的
に
は
正
の
財
産
及
び
負
の

財
産
の
す
べ
て
を
新
町
に
引
き
継
ぐ

こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
駆
け
込

み
事
業
の
自
粛
、
税
金
の
滞
納
整

理
、
基
金
の
確
保
等
に
つ
い
て
協
議

す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
七
月
二
十
八
日
の
合
併
協
議
会

に
お
い
て
「
財
団
法
人
五
城
目
開
発

公
社
に
つ
い
て
出
資
の
権
利
を
新
町

に
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
管
理
及
び
運

営
を
現
行
の
と
お
り
と
す
る
」
修
正

提
案
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
財
務
内
容
や
公
社
の
職
員
数
、
不

採
算
施
設
に
対
す
る
明
確
な
方
針
を

示
す
必
要
が
あ
る
等
の
意
見
が
多
く

出
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
継
続
協
議
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

住
民
負
担
は
ど
う
な
る
の
？

各
種
事
業
の
う
ち
、
使
用
料
や
住

民
負
担
の
伴
う
事
業
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
行
政
運
営
や
考
え
方
に

隔
た
り
が
あ
る
も
の
も
あ
り
、
徴
収

す
る
金
額
や
サ
ー
ビ
ス
の
違
い
を
ど

の
よ
う
に
調
整
で
き
る
か
が
焦
点
に

な
る
と
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
今
回

の
合
併
の
背
景
に
あ
る
厳
し
い
財
政

事
情
を
考
慮
し
た
場
合
、
す
べ
て
の

項
目
に
つ
い
て
最
も
低
い
額
に
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

◇基金の状況 単位：千円

項　　目 五城目町 八郎潟町 井川町 ３町合計
平成15年度末現在高

Ａ
969,707 521,492 1,225,300 2,716,499

平成 16年度当初予算

・積み立て予定額 Ｂ
－ － 16,000 16,000

平成 16年度当初予算

・取り崩し予定額 Ｃ
240,996 260,000 63,000 563,996

平成 16年度当初予算時

基金見込額　（Ａ＋Ｂ－Ｃ）
728,711 261,492 1,178,300 2,168,503

◇地方債の状況 単位：千円

項　　目 五城目町 八郎潟町 井川町 ３町合計
平成15年度末現在高

Ａ
12,178,845 7,710,657 9,113,062 29,002,564

平成 16年度当初予算

・発行見込額 Ｂ
1,119,700 637,100 608,100 2,364,900

平成 16年度当初予算

・償還元金見込額 Ｃ
1,055,385 666,700 651,643 2,373,728

平成 16年度当初予算時

地方債見込額（Ａ＋Ｂ－Ｃ）
12,243,160 7,681,057 9,069,519 28,993,736

シリーズ特集�シリーズ特集�

市町村合併を考える①市町村合併を考える①�市町村合併を考える①�
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今
後
の
合
併
協
議
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ま
だ
提
案
さ
れ
て
い
な
い
項
目
で

は
、
電
算
シ
ス
テ
ム
事
業
や
社
会
福

祉
協
議
会
等
の
合
併
協
定
項
目
と
と

も
に
、
新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
が
あ

り
ま
す
。ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
は
、

協
定
項
目
の
内
容
や
合
併
し
た
町
が

行
な
う
事
業
の
概
要
を
説
明
し
、
九

月
頃
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
重
要
な
合

併
協
定
項
目
の
協
議
も
残
さ
れ
、
ま

た
新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
も
協
議
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
各
町
内
へ

の
説
明
は
、
十
月
以
降
に
な
る
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

〝
広
報
い
か
わ
〞
で
は
、
今
月
か

ら
シ
リ
ー
ズ
で
市
町
村
合
併
に
つ
い

て
、
合
併
協
議
の
進
捗
状
況
や
課
題

点
な
ど
を
町
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
合
併
協
議
会

だ
よ
り
と
内
容
が
重
複
す
る
部
分
も

あ
り
ま
す
が
、
合
併
協
議
の
内
容
や

三
町
の
比
較
な
ど
を
通
じ
て
み
な
さ

ん
に
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
て
い

き
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
関
す
る
こ
と
は
、

井
川
町
総
務
課　

有
線
４
５
６
１

電
話
０
１
８
（
８
７
４
）
４
４
１
１

五
城
目
町
・
八
郎
潟
町
・
井
川
町

合
併
協
議
会
事
務
局

電
話
０
１
８
（
８
７
９
）
８
０
７
７

全国の市町村等から一定条件に該当する団体を
選定し、人口や産業構造によって分類し、それぞ
れの項目について加重平均したものを指数表とし
ている。これを各市町村では、財政の構造や運営・
行政水準を他団体と比較検討する一つの尺度とし
て利用する。

『知事の市町村懇談会』を開催します
■開催日　８月 26日（木）午後 1時 30分から

■会　場　井川町農村環境改善センター

県政の状況や、地方分権・市町村合併が進めら
れている中での、地方の自立や地域づくりについ
て、寺田典城秋田県知事と井川町民との懇談会を
傍聴してみませんか。
問合せは、井川町情報課　有線４５６６まで

合
併
し
な
い
宣
言
を
し
た
福
島

県
矢
祭
町
の
そ
の
後
は
ど
う
な
っ

た
の
だ
ろ
う
う
か
。
あ
え
て
自
立

の
道
を
選
択
し
た
当
時
、
マ
ス
コ

ミ
は
競
っ
て
報
道
し
た
の
に
最
近

は
と
ん
と
、
そ
の
動
向
を
聞
く
こ

と
も
な
い
。と
こ
ろ
が
ど
っ
こ
い
、

「
内
省
不
疚(

な
い
せ
い
ふ
き
ゅ

う)―

自
分
の
考
え
、
行
動
を
振

り
返
っ
て
良
心
に
恥
じ
る
こ
と
は

な
い―

の
心
で
ま
ち
を
つ
く
る
」

と
題
す
る
自
立
計
画
書
を
公
表
し

て
い
た
。
合
併
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多

い
。要

旨
は
①
合
併
は
人
口
規
模

や
行
政
能
力
の
拡
大
、
効
率
化

の
視
点
の
み
で
行
な
う
も
の
で
は

な
く
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
住
民
負

担
な
ど
地
域
全
体
の
効
率
性
こ
そ

考
慮
し
て
検
討
す
る　

②
行
財
政

改
革
は
地
域
住
民
の
た
め
、
何
が

で
き
る
か
を
基
本
に
す
る　

③
住

民
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
ま

ち
を
つ
く
る
た
め
、
役
場
職
員
が

意
識
を
改
革
し
、
行
政
の
担
い
手

と
な
り
、
一
人
ひ
と
り
の
職
員
が

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
を
支
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

列
記
す
れ
ば
変
哲
も
な
い
当
然

の
こ
と
だ
が
、
こ
の
原
則
に
照
ら

し
合
併
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み

る
と
、
合
併
す
れ
ば
厳
し
い
財
政

が
な
ん
と
か
な
る
か
も
、
特
例
債

を
使
っ
て
事
業
が
出
来
る
等
、
合

併
そ
の
も
の
が
目
的
化
し
て
い

な
い
か
。
合
併
し
、
水
ぶ
く
れ
し

た
行
政
機
構
を
ど
う
変
え
ら
れ
る

か
、
現
状
変
更
に
特
殊
事
情
だ
か

ら
と
抵
抗
は
な
い
か
。
職
員
の
身

分
は
保
障
さ
れ
る
か
ら
ど
う
な
ろ

う
と
関
係
は
な
い
と
思
っ
て
い
な

い
か―

　

合
併
協
議
に
臨
ん
で

振
り
返
れ
ば
反
省
す
べ
き
点
は
多

い
。合

併
の
有
無
に
よ
ら
ず
、
国
に

金
は
な
い
の
で
将
来
の
財
政
は
厳

し
い
、行
政
機
構
を
ス
リ
ム
化
し
、

事
業
の
採
算
な
ど
よ
り
コ
ス
ト
意

識
を
徹
底
し
な
け
れ
ば
、
将
来
展

望
は
拓
け
な
い
。
だ
か
ら
矢
祭
町

は
八
十
三
人
の
職
員
を
五
十
人
体

制
に
す
る
。
七
課
を
五
課
一
室
に

改
め
、
係
長
、
係
制
を
廃
止
し
、

グ
ル
ー
プ
制
に
し
た
。
時
差
出
勤

で
午
前
七
時
半
か
ら
午
後
六
時
半

ま
で
開
庁
し
、
住
民
の
便
益
を
向

上
さ
せ
る
。時
間
外
手
当
は
な
い
。

学
校
給
食
職
員
も
長
期
休
業
中

は
他
施
設
で
勤
務
す
る
。
幼
保
一

体
保
育
の
導
入
、
役
場
職
員
の
消

防
隊
の
結
成
等
々
。
こ
の
改
革
案

は
職
員
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

が
つ
く
っ
た
。
保
身
と
い
う
批
判

に
議
会
も
一
八
名
の
定
員
を
一
〇

名
、
町
長
報
酬
は
総
務
課
長
と
同

額
と
小
気
味
良
い
。
そ
し
て
、
編

著
者
で
あ
る
保
母
武
彦
島
根
大
副

学
長
は
「
役
場
は
住
民
生
活
の
セ

ン
タ
ー
。
権
限
の
な
い
支
所
に
少

数
の
職
員
を
置
い
て
窓
口
業
務
を

行
っ
て
も
町
づ
く
り
に
は
ほ
ど
遠

い
こ
と
に
な
る
」
と
、
根
源
的
な

問
い
を
発
し
て
い
る
。
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七
月
十
日
か
ら
十
二
日
ま
で
の
三
日
間
の
日
程

で
、
第
五
十
三
回
全
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
が

県
北
地
区
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
井
川

中
か
ら
は
相
撲
・
柔
道
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・

卓
球
の
四
競
技
が
出
場
し
て
お
り
ま
す
。

相
撲
で
は
、
団
体
リ
ー
グ
戦
を
七
戦
全
勝
で

十
二
年
ぶ
り
九
度
目
の
優
勝
、
個
人
選
手
権
で
は

西
方
大
介
さ
ん
が
優
勝
、
伊
藤
将
明
さ
ん
が
準
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

柔
道
で
は
女
子
個
人
戦
で
63
Ｋ
級
で
石
山
み

さ
と
さ
ん
、
70
Ｋ
超
級
で
椎
名
香
純
さ
ん
が
見

事
、
優
勝
。
男
子
個
人
戦
で
は
石
井
裕
人
さ
ん
が

ベ
ス
ト
８
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
、
決
勝
戦
一
ゴ
ー

ル
を
争
う
接
戦
を
制
し
、
見
事
、
二
十
一
年
ぶ
り

三
度
目
の
優
勝
を
手
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
卓
球
競
技
で
は
善
戦
し
ま
し
た
が
、
惜

し
く
も
上
位
入
賞
と
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
こ
で
は
、
全
国
・
東
北
大
会
出
場
を
果
た
し

た
監
督
・
選
手
た
ち
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
会
場
・
能
代
市
総
合
体
育
館
ほ
か
）

女
子　

優
勝　

井
川
中
学
校

決　

勝　

井
川
中
43―

41
角
館
中

準
決
勝　

井
川
中
73―

30
山
王
中

（
会
場
・
鹿
角
市
・
八
幡
平
相
撲
場
）

〔
団
体
戦
〕　
　

優　

勝　

井
川
中
学
校

〔
個
人
戦
〕

個
人
選
手
権　

第
１
位　

西
方
大
介(

３
年)

　
　
　
　
　
　

第
２
位　

伊
藤
将
明(

３
年)

　

三
年
の
部　

第
２
位　

西
方
大
介(

３
年)

　

二
年
の
部　

第
６
位　

中
道
健
人(

２
年)

　

一
年
の
部　

第
４
位　

中
道
裕
樹(

１
年)

井
川
中
相
撲
部
主
将 

西
方
大
介
さ
ん(

三
年)

小
学
四
年
か
ら
チ
ー
ム
を
組
ん
で
六
年
目
。
こ

の
チ
ー
ム
で
戦
え
る
の
は
最
後
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
気
持
で
臨
ん
だ
全
県
総
体
。
み
ん
な
ガ
ム

シ
ャ
ラ
に
が
ん
ば
り
、
優
勝
と
い
う
最
高
の
喜
び

を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
メ
ン

バ
ー
で
試
合
で
き
る
喜
び
を
胸
に
刻
み
、
東
北
・

全
国
大
会
も
が
ん
ば
り
た
い
。

井
川
中
相
撲
部 

伊
藤
将
明
さ
ん(

三
年)

小
学
校
の
時
か
ら
の
夢
だ
っ
た
、
全
県
優
勝
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
苦
し
い
練
習
を
乗

り
越
え
て
の
優
勝
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

全
国
大
会
で
は
、
四
年
生
の
時
か
ら
一
緒
に

や
っ
て
き
た
三
人
で
全
国
制
覇
を
ね
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

井
川
中
相
撲
部 

鈴
木 

衛
監
督

勝
負
と
い
う
の
は
、
勝
つ
こ
と
よ
り
も
負
け
な

い
こ
と
が
大
切
。
言
い
換
え
れ
ば
、
敗
因
が
あ
る

か
ら
負
け
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
勝

つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

相
撲
と
い
う
競
技
は
、
一
瞬
で
勝
敗
が
決
ま
り

ま
す
。
ま
さ
に
一
つ
の
ミ
ス
が
、
勝
敗
を
大
き
く

左
右
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ひ
た

む
き
に
努
力
し
、
自
分
の
相
撲
に
磨
き
を
か
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
東
北
・
全
国
大
会
に
向
け
て
、

選
手
た
ち
と
と
も
に
精
一
杯
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま

す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部  

三
浦 

覚
監
督

チ
ー
ム
の
悲
願
で
あ
っ
た
全
県
総
体
優
勝
を
選

手
の
が
ん
ば
り
と
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の

方
々
の
支
え
で
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

選
手
や
保
護
者
、
そ
し
て
ご
声
援
く
だ
さ
っ
た
町

民
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

チ
ー
ム
の
モ
ッ
ト
ー
で
も
あ
る
『
不
撓
不
屈
』

を
胸
に
、
岩
手
県
一
関
市
で
開
催
さ
れ
る
東
北
大

会
で
も
、
井
川
中
生
徒
、
そ
し
て
秋
田
県
代
表
と

し
て
の
誇
り
を
も
た
せ
な
が
ら
、
最
後
の
最
後
ま

で
力
の
限
り
が
ん
ば
ら
せ
ま
す
。今
後
も
ご
支
援
、

ご
声
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

主
将
・
遠
藤　

梓
さ
ん
（
三
年
）

町
民
み
な
さ
ん
の
応
援
の
お
か
げ
で
、
全
県
総

体
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
八
月
五
日
か
ら
の
東

北
大
会
で
も
、
多
く
の
方
々
の
期
待
に
こ
た
え
ら

れ
る
よ
う
に
、
で
き
る
こ
と
は
全
部
や
り
遂
げ
、

悔
い
を
残
さ
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
き
ま
す
。
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（
会
場
・
森
吉
町
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

〔
女
子
団
体
〕
第
３
位　

井
川
中
学
校

〔
女
子
個
人
〕

63
Ｋ
級　
　

優　

勝　

石
山
み
さ
と(

３
年)

70
Ｋ
超
級　

優　

勝　

椎
名　

香
純(

３
年)

〔
男
子
個
人
〕

81
Ｋ
級　

ベ
ス
ト
８　

石
井　

裕
人(
３
年)

井
川
中
柔
道
部 

椎
名
香
純
さ
ん(

三
年)

先
日
行
な
わ
れ
た
全
県
大
会
で
優
勝
と
い
う
、

す
ば
ら
し
い
成
績
を
残
せ
た
と
思
い
ま
す
。
私
の

優
勝
の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
お
か
げ
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
後
の
東
北
・
全
国
大

会
で
は
、
自
分
の
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、
応
援
し
て

く
だ
さ
る
み
ん
な
の
た
め
に
も
少
し
で
も
上
位
を

目
指
し
て
、
が
ん
ば
っ
て
き
ま
す
。

井
川
中
柔
道
部 

石
山
み
さ
と
さ
ん(

三
年)

小
学
校
か
ら
ず
っ
と
柔
道
を
や
っ
て
き
て
、
中

学
校
で
は
「
東
北
・
全
国
大
会
に
出
場
す
る
」
と

い
う
目
標
が
あ
り
ま
し
た
。
目
標
に
向
か
っ
て
、

全
県
総
体
は
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
ほ
と

ん
ど
旗
判
定
で
勝
ち
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
、

す
ご
く
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
東
北
・
全
国

大
会
が
あ
る
の
で
、
練
習
を
し
っ
か
り
や
っ
て
自

分
の
力
を
す
べ
て
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
の

目
標
は
「
東
北
・
全
国
大
会
で
上
位
を
め
ざ
す
」

こ
と
で
す
。

井
川
中
柔
道
部 

大
堤
光
司
監
督

勝
負
は
時
の
運
と
い
わ
れ
て
い
る
。
柔
道
の

世
界
で
は
、
す
ご
い
実
力
者
で
も
負
け
る
こ
と
が

多
々
あ
る
。
だ
か
ら
、
一
戦
一
戦
集
中
し
て
、
小

さ
な
チ
ャ
ン
ス
も
逃
す
な
と
生
徒
た
ち
に
伝
え
て

き
た
。
全
県
大
会
、
ラ
イ
バ
ル
達
を
勝
ち
抜
い
て

の
勝
利
、
本
当
に
よ
く
が
ん
ば
っ
た
と
思
う
。
東

北
・
全
国
大
会
も
今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち

に
感
謝
し
な
が
ら
、
チ
ャ
ン
ス
を
見
逃
さ
ず
全
力

で
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
。

　

七
月
十
八
日
、
天
王
町
民
相
撲
場
で
開
催
さ

れ
た
全
県
学
童
相
撲
大
会
・
全
日
本
小
学
生
相

撲
優
勝
大
会
秋
田
予
選
会
の
結
果
で
す
。

全
県
学
童
相
撲
大
会

〔
団
体
戦
〕
優　

勝　

井
川
小
学
校

　

安
田　

鯨　

伊
藤
功
隆　

齊
藤
拳
斗

　

西
方　

航　

畠
山
涼
太　

安
田　

走

〔
個
人
戦
〕
優　

勝　

安
田　

鯨

　
　
　
　
　

第
三
位　

西
方　

航

全
日
本
小
学
生
相
撲
優
勝
大
会
秋
田
予
選
会

〔
６
年
生
の
部
〕
第
三
位　

安
田　
　

鯨

〔
５
年
生
の
部
〕
第
三
位　

伊
藤　

功
隆

　
　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

齊
藤　

拳
斗

八
月
二
十
日
か
ら
、
山
形
県
酒
田
市
で
開
催

さ
れ
る
東
北
大
会
に
団
体
戦
メ
ン
バ
ー
六
人
の

出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

◇相撲競技◇

第 25 回東北中学校相撲大会

7月 31日～・秋田県・平鹿町営相撲場

第 34 回全国中学校相撲選手権大会

8月 21日～・東京都国技館

◇柔道競技◇

第 27 回東北中学校柔道大会

8月 4日～・宮城県 泉総合運動場体育館

第35 回全国中学校柔道大会

8月 21日～・埼玉県立武道館

◇バスケットボール◇

第34 回東北中学校バスケットボール大会

8月 5日～・岩手県 一関市総合体育館

◇少年野球◇

第 8 回東北少年軟式野球選手権大会

8月 14日～・岩手県営野球場ほか



10

街 のいい顔　み～つけた！

教室・講座 開　催　日 備　　　考

いかわキッズ・クラブ ７日 (土 ) 会場：国花苑

手 話 講 座 ３日 (火 )、24 日 (火 ) 会場：公民館

３ Ｂ 体 操 講 座 ４日 (水 )、18 日 (水 ) 会場：公民館ほか

絵 手 紙 講 座 ５日 (木 )、19 日 (木 ) 会場：公民館

和 太 鼓 サ ー ク ル 14 日 (土 )、28 日 (土 ) 会場：公民館

お 茶 を 楽 し む 24 日 (火 ) 会場：公民館

 今月は子ども向けのえほん特集です

い
ろ
ん
な
世
界
が
待
っ
て
る
ヨ
！

公
民
館
図
書
室

夏
で
す
！

い
よ
い
よ
子
ど
も
た
ち
の
待

ち
に
待
っ
た
夏
休
み
の
到
来
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭

で
も
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
読
書
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
…
。

本
の
読
み
聞
か
せ
は
、
上
手
で
な

く
て
も
心
の
通
い
合
う
家
庭
で
す
る

の
が
一
番
と
い
わ
れ
ま
す
。

公
民
館
図
書
室
に
は
、
大
人
向
け

の
本
や
子
ど
も
向
け
の
本
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
本
が
あ
り
ま
す
。
貸
し
出

し
も
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

せ
ん
ろ
は
つ
づ
く

竹
下 

文
子
／
金
の
星
社

や
ま
が
あ
っ
た　

ど
う
す
る
？　

か
わ
が
あ
っ
た　

ど
う
す
る
？　

さ
て
、
こ
の
物
語
の
行
方
は
…
？

落
語
絵
本 

じ
ゅ
げ
む

川
端 

誠
／
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
出
版

 

「
声
に
出
し
て 

た
の
し
い
日
本

語
」
の
落
語
絵
本
。

家
庭
で
、
学
校
で
大
好
評
で
す
!!

ク
マ
ち
ゃ
ん
に 

あ
い
た
く
て

今
江 

祥
智
／
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
出
版

美
し
い
筆
使
い
で
描
か
れ
た
風
景

画
の
魅
力
に
引
き
つ
け
ら
れ
て
い

き
そ
う
で
す
。

へ
ん
て
こ
も
り
の 

な
ま
え
も
ん

た
か
ど
の 

ほ
う
こ
／
偕
成
社

外
国
人
の
ヘ
ン
テ
・
コ
ス
タ
さ
ん

が
つ
く
っ
た
、
へ
ん
て
こ
も
り
で
、

友
だ
ち
の
〝
ぼ
さ
こ
う
〞
と
『
う

る
り
ん
ぞ
』
を
食
べ
て
し
ま
っ
た

〝
な
ま
え
も
ん
〞
。

さ
ぁ
、
み
ん
な
で
救
出
を
！

は
じ
め
て
の 

お
つ
か
い

筒
井 

頼
子
／
福
音
館
書
店

５
歳
の
み
い
ち
ゃ
ん
の
初
体
験
…

ド
キ
ド
キ
不
安
な
気
持
ち
が
そ
の

ま
ま
読
者
に
も
伝
わ
っ
て
き
て
胸

が
じ
ん
じ
ん
熱
く
な
り
ま
す
。

◇全町盆踊り大会◇

とき：８月17日 ( 火 )
会場：日本国花苑
受付：午後７時20分～７時 50分

個人の部（７人以上）、団体の部、子供の部

で審査します。抽選会もありますので、皆

さん、参加してください。

◇井川町成人式◇

とき：８月15日 ( 日 ) 午前 10時
会場：井川町公民館

昭和59年４月２日～ 60年４月１日生まれ

の人が対象です。

第43回桑名旗争奪全町野球大会

とき：8月 14日 ( 土 ) ～ 15日 ( 日 )
午前８時 30分 開会式

会場：町営球場、井川中学校グラウンド

歴史民俗資料館

秋田書画百人展
（鎌田研造氏所蔵絵画展）

８月の展示
7/5 ～ 8/31

公民館町民ギャラリー

県展入賞作品展
（絵画・写真）

8/10 ～ 9/10
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Good-Bye Message
   One year has gone by too quickly. I have really 
enjoyed living and working in Ikawa. My time here 
has provided me with many good experiences and 
good memories; I have learned so much.
I am glad I chose to live in rural Japan as it has 
given me a chance to experience the diversity of 
the country and the cultre. Two years ago, when 
I came to Akita, I thought it was beautiful and my 
opinion has not changed. In fact, I think Akita is 
even better because I know the people are kind.
   I have really enjoyed teaching the students in 
Ikawa, at all levels and ages. They have provided 
me with many lessons, laughter and information. 
I will miss my days at the Kodomo Centre, the 
Elementary School, and the Juniour High School, 
as well as, my time with the Eikaiwa class. I have 
learned a lot from the teachers and I thank them 
all for their assistance and knowledge.
   I have also enjoyed my experiences in the 
community and I am glad I got to know so many 
people. I thank everyone for welcoming me, for 
your kindness and for making my year here a 
wonderful time. I would especially like to thank 
the Ikawa Board of Education. I am grateful for 
all the support, help and encouragement you gave 
me.
   I will miss Ikawa very much, but I will be back to 
visit one day. I wish much happiness for everyone 
of Ikawa Town.

Shirene Salamatian

１年間があっという間に過ぎました。井川町での

生活と仕事は本当に楽しいものでした。ここに来て

たくさんの経験と思い出を残すことができました。

私は日本の地方で住むことを決めて良かったと

思っています。それは日本という国や文化の多様性

を経験する機会を与えてくれたからです。２年前、

旅行ではじめて秋田に来た時、美しいと感じた気持

ちは今も変わりません。実際に私は秋田の人たちは

親切だと知り、いっそう良いところだと思うのです。

私は井川町の生徒たちに教えることが本当に楽し

かったです。みんな私にたくさんのことを教えてく

れたり、いろんな話をしてくれました。こどもセン

ター、小学校、中学校、そして英会話教室で過ごし

た時間がこれから無くなると思うと、とても寂しく

なります。先生たちからもたくさんのことを学びま

した。ありがとうございました。

私にとって地域社会での経験も楽しいものでし

た。たくさんの地域の人たちと知り合えて、とても

嬉しかったです。私を歓迎し、親切にしてくれ、井

川町での私の１年間をすばらしいものにしてくれた

すべての人たちに感謝の気持ちでいっぱいです。ま

た井川町教育委員会の人たちの支援や励ましにも本

当に感謝しています。

私は井川町を離れるのがとても寂しいです。いつ

の日か、またこの地を訪れたいと思っています。井

川町のみなさんのご幸福をお祈りします。

シュリーン・サラマティアン

第43 回町民体育大会第 43 回町民体育大会
とき：８月 22 日 (日 ) 　午前９時開会式  
会場：井川中学校グラウンド

町民がグラウンドに結集。競技に応援に

がんばって、親睦の輪を広げましょう。

第20 回全町相撲大会第 20 回全町相撲大会
とき：８月 22 日 (日 )　０時 30分開始
会場：井川中学校・花籠道場

１年間、町の英語指導助手 (ALT) として
活躍されましたシュリーン・サラマティアン
さんが７月いっぱいを持ちまして、井川を離
れることになりました。
シュリーンさんから、"さよならメッセー
ジ "をいただきましたので、ご紹介します。

大会当日、雨天の場合は中止となります。
その際には、有線放送などでお知らせし
ます。



1212

痴呆対応型共同生活介護
グループホーム「めぐみ」竣工

大野地地内にこの度、グループホーム「め
ぐみ」が竣工しました。グループホームとは、
少人数の痴呆性高齢者が家庭的な雰囲気の中
で施設スタッフの援助を受けながら共同生活
を送る施設で、この施設は民間事業者が設置・
運営を行ないます。施設利用定員数は９人。
問合せは、グループホームめぐみ

電話 (８７４)３７４７まで。

ホタル観察会

井内地内の井川沿いでは町公民館主催のホ
タル観察会が行なわれました。町民バス一台
に乗り切れないほど多くの参加者たちが集ま
り、子どもたちは初めてみるゲンジボタルの
大きさに歓声をあげたり、幽玄なホタルの明
かりを追って農道を駆けたりと季節の風物詩
を楽しみました。

井川さくら駅で街頭 PR
―社会を明るくする運動―

　７月は「社会を明るくする運動」強調月
間。期間中は保護司や更生保護女性会、民生
児童委員協議会などが主体となり、「社会を明
るくする運動」啓発活動が行なわれました。
７月１５日夕刻には、 井川さくら駅で帰
宅する学生や会社員等への街頭宣伝が実施さ
れました。

爽やかな夏の日本国花苑を散策

この日、マナビティ・スタッフ主催(あきた
県民カレッジ共催)の自主企画講座“「五城目
の朝市」と「日本国花苑」の散策”が行なわれ
ました。五城目朝市を見学した後、一行は昼前
に日本国花苑に到着。マナビティ・スタッフ(自
然 )の沢石伝吉さん(さくら町内)等の先導に
より夏の日本国花苑を散策しました。
マナビティ・スタッフとは、あきた県民カレッジに協力する
生涯学習ボランティアの方々です。

6/30

7/15

7/25

7/３
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こどもセンター夕涼み会

梅雨前線の活発な動きの影響で前夜からの
雨に見舞われたこどもセンター・夕涼み会。園
庭から園内へ会場を移しての開催となりまし
た。園児たちの家族や地域の子供たちが一堂に
集い、園内は大勢の人でにぎやかな雰囲気に。
色とりどりの浴衣や甚平姿に身を包んだ園児た
ちが「お星様きらきら」を歌い、太鼓にあわせ
て元気な盆踊りを披露。会の後半では子どもた
ちお待ちかねの出店コーナー。引換券片手にパ
パやママの手を引き、お目当てのコーナーへ向
かう園児たちの姿がありました。

第 13回井川町老人クラブ
グラウンドゴルフ大会

この日、日本国花苑グラウンドゴルフ場で
は、井川町老人クラブ連合会主催の第１３回
井川町老人グラウンドゴルフ大会が行なわれ
ました。最高気温３０度を超す蒸し暑い日で
したが、日頃の練習の成果を発揮しようと参
加者は真剣。暑さもどこへやらと、元気な姿
で打ち出したボールの行方を追い駆けていま
した。

〔団体〕優　勝　小今戸チーム
準優勝　今戸チーム
第３位　街道チーム
第４位　上村チーム
第５位　泉岳チーム
第６位　八大保チーム

〔個人〕優 　 勝　渡部　勝美（泉　岳）
第 ２ 位　伊藤　一夫（田　中）
第 ３ 位　伊藤　勝蔵（八大保）
第 ４ 位　小林兼五郎（館寿会）
第 ５ 位　森田　金吾（小今戸）
第 ６ 位　伊藤金次郎（泉　岳）
第 ７ 位　伊藤　　忠（上　村）
第 ８ 位　鈴木　正勝（小今戸）
第 ９ 位　小武海初子（街　道）
第10位　伊藤ハギヱ（上　村）
　 〃 　　遠藤文太郎（小今戸）
　 〃 　　鎌田　　操（今　戸）

7/17

スポーツ
の

結果です

7/ ７
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前
年
の
収
入
が
少
な
く
、

納
付
が
困
難
な
場
合
は
・
・
・

保
険
料
の
免
除
申
請
を
！

一
年
分
の
免
除
申
請
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
八
月
末
ま
で
に
申
請
が
必

要
で
す
。
国
民
年
金
の
保
険
料
は

毎
月
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
離
職
な
ど
に
よ
り
納
付
が
困
難

な
と
き
は
「
保
険
料
の
免
除
制
度
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

免
除
の
申
請
に
は「
全
額
・
半
額
」

の
二
種
類
が
あ
り
、
認
め
ら
れ
る
と

保
険
料
の
全
額
、
ま
た
は
半
額
が
免

除
さ
れ
ま
す
。(

半
額
免
除
は
、
半

額
分
の
保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
未

納
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
納

付
し
ま
し
ょ
う)

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方
へ

八
月
期
の
年
金
を
受
け
た
ら

年
金
証
書
は
町
窓
口
へ

八
月
期
分
は
、
八
月
十
一
日
か
ら

指
定
の
郵
便
局
で
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
受
け
ら
れ
ま
し
た
ら

年
金
証
書
を
町
国
民
年
金
窓
口
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
遅
れ

る
と
、
次
回(

十
二
月
期)
の
支
払

い
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
お
忘
れ
な
く
、
早
め
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
に
関
す
る
こ
と
は
、

役
場
国
民
年
金
担
当
ま
で

電
話(

８
７
４)

４
４
１
５

有
線
４
４
３
１

国
民
年
金
だ
よ
り

老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
て
い
る
方
へ

減
額
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は

申
請
が
必
要
で
す

こ
の
よ
う
な
方
は
入
院
時
に

申
請
を
忘
れ
ず
に
！

次
の
条
件
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
入

院
し
た
と
き
に
窓
口
で
支
払
う
一
部

負
担
金
と
、
入
院
時
の
食
事
代
が
減
額

さ
れ
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
に
は
８
月

中
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
通
知
の

い
っ
た
方
は
必
ず
入
院
す
る
前
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
す
る
と
「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
役
場
健
康
課
ま
で

電
話(

８
７
４)

４
４
１
７

有
線
４
４
３
２

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
は
、

●
入
院
時
の
一
部
負
担
金

●
入
院
時
の
食
事
代

が
減
額
さ
れ
ま
す

あなたは
該当

しますか?
はい いいえ

各所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を 65 万円として計算）
を差し引いたときに 0円となりますか？

年収例：単身世帯で年金収入のみの場合　65 万円

あなたは該当しませんので
一般になります。

はい いいえ
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国保の加入者（被保険者）は次のようなサービスを受けられます

■医療費の1～3割の支払いですみます（療養の給付）

　病気やけがで医療を受けるときは、保
険証・高齢受給者証（70～74歳の人）を
提示すれば費用の1～3割を支払うだけで
お医者さんにかかれます。

●入院した時の食事代
　入院したときは、食費の一部を負担し
ます。

国保では受けられない診断
　以下のようなものは国保は使えません。
●正常分娩、経済上の理由による人工中絶
●健康診断、予防接種、美容整形
●仕事上のけがや病気、労災保険の対象になる場合
●けんかや泥酔などによるけがや病気
●医師の指示に従わなかったとき
●犯罪やわざとした行為によるけがや病気

対象被保険者

3歳未満児

3～69歳までの人

70～74歳の人（一定以上所得者）

負担割合

2割

3割

1割（2割）
※平成14年9月30日時点で老人保健で医療を受けている人は、引き続き老人
保健の対象者となります。

※一定以上所得者　同一世帯に一定以上（課税所得124万円）の所得がある
70歳以上の国保被保険者または老人保健対象者がいる人。

　（収入例）・単身世帯の場合（年金＋給与収入）：450万円以上
　　　　　　・２人以上世帯の場合（年金＋給与収入）：637万円以上
＊ただし、課税所得124万円以上でも年収が上記の金額に満たない人は、
国保の担当窓口へ申請することにより1割負担となります。

1日780円

※②③の人は「国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証」が必要
です。国保の担当窓口で交付を受けて医療機関に提出してください。
※高額療養費の対象外です。

国民健康保険に関することは

井川町役場健康課 国保担当まで
電話 018（874）4417　有線 4412

一般（②、③以外の人）

住民税非課税世帯
（70歳以上の人は
住民税非課税Ⅱ）

90日以内の入院
（過去12カ月の入院日数）

90日を超える入院
（過去12カ月の入院日数）

②のうち、所得が一定基準に満たない人
（70歳以上の人の住民税非課税Ⅰ）

①

国保の給付国保の給付

②

③

1日650円

1日500円

1日300円

白
血
病
や
再
生
不
良
性
貧
血
、
先

天
性
免
疫
不
全
症
な
ど
の
難
病
に
対

す
る
有
効
な
治
療
法
と
し
て
、
骨
髄

移
植
が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く

の
方
が
、
骨
髄
提
供
者
と
し
て
登
録

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

骨
髄
バ
ン
ク
集
団
登
録
を

実
施
し
ま
す

■
日
時　

８
月
29
日(

日)

■
場
所　

天
王
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

※
当
日
は
天
王
町
・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
ま
つ
り
で
す
。
「
ふ
れ
あ
い
献

血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
も
同
時
に
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

秋
田
中
央
保
健
所　

健
康
予
防
課　

電
話
０
１
８(

８
５
５)

５
１
７
０

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

八
月
は
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当
「
現
況
届
」
の
提
出
月

で
す
。
お
忘
れ
な
く
。

現
在
、
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
に
は
通
知
し
ま
す
。
新
た
に
該
当

す
る
方
は
八
月
二
十
日
ま
で
に
役
場

町
民
課
ま
で
届
け
出
く
だ
さ
い
。

「
現
況
届
」
の
提
出
は
、

□
受
付
日　

八
月
十
六
日(

月)

・

 

十
七
日(

火)

午
前
九
時
〜
正
午
、
午
後
一
時
〜
午
後
四
時

□
場　

所　

井
川
町
役
場 

会
議
室

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

に
つ
い
て
は
、
役
場
町
民
課
ま
で

有
線 

４
４
４
１

電
話(

８
７
４)

４
４
１
６

児
童
手
当
の
お
知
ら
せ

―

小
学
校
二
・
三
年
生
の

児
童
の
保
護
者
の
方
へ―

児
童
手
当
拡
大
分
の
支
給
申
請
を

未
だ
し
て
い
な
い
方
は
、
早
め
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
児
童
手
当
の
申
請
は
、

役
場
町
民
課　

有
線 

４
４
４
１

電
話(

８
７
４)

４
４
１
６
ま
で

桐ヶ丘・さくら苑合同夏まつり
日時：８月 19日 ( 木 ) 午後 5時～

場所：桐ヶ丘療護園 園庭広場

翠香苑なつまつり
日時：８月２０日 ( 金 ) 午後６時～

場所：老人保健センター 翠香苑 駐車場

―誘いあって、遊びに来てください―
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井川町役場　0018-874-4411
ＵＲＬ http://www.town.ikawa.akita.jp/
E-mail jouhou@town.ikawa.akita.jp

ＮＴＴ東日本発行の電話帳を
配達・回収します

ＮＴＴ東日本秋田支店では、８月中

に順次、新しい電話帳をご家庭・事業
所へお届けする予定です。その際、現
在お使いの電話帳は新しい電話帳とお
取替えしますので、配達員へお渡しく
ださい。
ＮＴＴでは、回収した古電話帳から

新しい電話帳へ完全リサイクルを実施
し、紙資源の消費削減を図り、地球環
境の保護を行なっています。
なお、配達員に渡せなかった方は、

後日回収に伺いますので、「タウンペー
ジセンター」までご連絡ください。
〈タウンページセンター〉
電話０１２０(５０６)３０９

秋田県立大学
科目等履修生・聴講生を募集

後期(10月から)の科目等履修生(特
定の授業を受けて単位を取得 ) および
聴講生 ( 特定の授業を聴講するが単位
の取得はできない ) を募集します。
■申込　８月２日�～３１日�まで
■費用　入学検定料 ９, ８００円

入学料 ２８, ２００円
（1単位あたり授業料）
科目履修生 １４, ４００円
聴講生 ７, ２００円

〈申込み・問合せ先〉
秋田キャンパス県立大学事務局
電話０１８(８７２)１５２６

本荘キャンパス県立大学本荘事務室
電話０１８４(２７)２０００

海上保安大学校生募集

海上保安庁では、平成１７年４月に
海上保安大学校に入学する学生を次の
とおり募集します。
■受験資格：昭和59年 4月 2日以降

に生まれた者で次に掲げるもの
（1）高等学校を卒業した者、および平

成17年 3月までに高等学校を卒
業する見込みの者

（2）中等教育学校を卒業した者、およ
び平成17年 3月までに中等教育
学校を卒業する見込みの者

（3）高等専門学校の第 3学年の課程
を修了した者、および平成17年
3月までに高等専門学校の第3学
年の課程を修了する見込みの者

■採用予定数 ：約 45名
■申込み受付 ：8月 26日

～ 9月 7日 ( 消印有効 )
■試　験　日 ：10月 30日・31日
〈申込み・問合せ先〉
秋田海上保安部 管理課（秋田市土崎）
電話０１８(８４５)１６２１

秋
田
県
職
員
採
用

短
大
卒
業
程
度
・
高
校
卒
業
程
度

※
こ
れ
ま
で
の
「
中
級
試
験
」
は
「
短

大
卒
業
程
度
試
験
」
に
、「
初
級

試
験
」
は
「
高
校
卒
業
程
度
試
験
」

に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

□
試
験
日　

９
月
26
日(

日)

□
会　

場　

秋
田
経
済
法
科
大
学

申
込
受
付　

７
月
20
日(

火)

〜
８
月
11
日(

水)

秋
田
県
警
察
官
Ｂ

・
女
性
警
察
官
Ｂ
採
用
試
験
案
内

□
試
験
日　

９
月
19
日(

日)

□
会　

場　

秋
田
市
文
化
会
館
ほ
か

□
職　

務　

公
共
の
安
全
と
秩
序
の

維
持
の
任
務

□
採　

用　

警
察
官
Ｂ 

17
人

　
　
　
　
　

女
性
警
察
官
Ｂ 

３
人

申
込
受
付　

７
月
20
日
〜
８
月
11
日

受
験
資
格　

Ｓ
50
年
４
月
２
日

〜
Ｓ
62
年
４
月
１
日
生

一
次
試
験　

高
校
卒
業
程
度
の
教
養

試
験
、
作
文
、
身
体

検
査

二
次
試
験　

口
述
試
験
、適
正
検
査
、

体
力
、
身
体(

精
密)

検
査（

一
次
試
験
合
格
者
）

問
い
合
わ
せ
・
受
験
申
込
み
は
、

秋
田
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
秋
田
地
方
総
合
庁
舎
４
階
）

電
話
０
１
８(

８
６
０)

３
２
５
３

警
察
官
に
関
し
て
は
、

秋
田
県
警
察
本
部

(

電
話
８
６
３―

１
１
１
１)

ま
た
は
最
寄
り
の
各
警
察
署
で
も

受
け
付
け
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
職
員
採
用
案

内
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈h
ttp

://w
w
w
.p
re
f.a

k
ita

.jp
/

jin
jiin

/saiyou/top.htm

〉

職
務
・
採
用
予
定
人
員
数

短大卒業程度

一

般

事

務

１

看

護

師

９

臨

床

検

査

技

師

１

保

健

師

１

診

療

放

射

線

技

師

２

農

業

１

学

校

栄

養

士

２

高校卒業程度

一

般

事

務

５

総

合

土

木

１

警

察

事

務

７

採
用
試
験
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

電
話
０
１
８(

８
６
０)

２
３
１
１

●子供と高齢者の交通事故防止
●若者の交通事故防止
●飲酒運転の徹底追放
●シートベルトとチャイルドシート
の正しい着用の徹底

―急がずに　マナーとゆとりで　交通安全―
　　８月１日 (日 )～８月１０日 (火 )

夏休み、帰省、レジャーなど出か
ける機会が多くなるこの時期は、暑
さや疲れによる交通事故の多発が心
配されます。
一人ひとりが交通ルールと交通マ

ナーを守り、県民総ぐるみで交通事
故を防止しましょう。
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テレフォンカードが当たる

広報クイズ　No.154

◆今月の問題
(1) 第５回桜の森彫刻コンクール、町民賞を受

賞した作品の名前は何ですか。

(2) 小型ポンプ操法大会でポンプ操法の部１位

となったのは第何分団ですか。

(3) 井川町全町盆踊り大会の開催日は何月何日

ですか。

◆応募の方法

ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、

町内の方は世帯主名を記入してください。

◆あて先

〒018-1596　井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1

井川町役場情報課　広報係まで

◆しめきり

８月20日 ( 金 ) 当日消印有効

クイズの正解者の中から抽選で5人の方にテレ

フォンカードをプレゼントします。前回の答え

は(1)蝶が舞う森、(2)3人、(3)7人でした。

当選者は次のとおりです。

佐藤順子さん(さくら)、松田悟さん(新屋敷)、

佐々木幸子さん(昭和町)、伏見正明さん(東京

都)にテレフォンカードをお送りします。

保健だより● 8月分

広報クイズ　No.156

８月の
　１　日�

　

７　日�

14日�～ 15日�

15日�

17日�

19日�

20日�

22日�

26日�

29日�

夏まつり・全町こども大会

（町民体育館）

石彫ワークショップ

～石に色を塗って何かを作ろう～

桑名旗争奪全町野球大会

井川町成人式（町農村環境改善センター）

全町盆踊り大会（日本国花苑広場）

桐ヶ丘療護園・さくら苑夏まつり

（盆踊り受付PM6時～）

翠香苑なつまつり

（盆踊り受付PM6時～）

町民体育大会・全町相撲大会

（井川中学校グラウンド）

こどもセンター ､井川小･中学校始業式

石彫シンポジウム閉会式

ぼくたち むしば なかったよ

土肥紫
しおん

雲ちゃん
(さくら )

２歳児・３歳児健診で

むし歯のなかった

子どもたちです。
澤石彩

あやか

香ちゃん
（井　内）

伊藤莉
り さ

沙ちゃん
（さくら）

湊　彩
あやか

華ちゃん
（坂　本）

中道　愛
あい

ちゃん
（今　戸）

小玉凪
な ぎ

海ちゃん
（寺　沢）

半田結
ゆ い

衣ちゃん
（羽　立）

澤橋花
かのん

音ちゃん
（羽　立）

鈴木麗
れいな

奈ちゃん
（宇治木）

健康相談・母子健康手帳交付・わいわい広場�

・健診の時は問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく。�
・７カ月児は､離乳食指導がありますので､１時までに受付を済ませて下さい｡�

◆お知らせ◆�
7月から町保健師は健康センター（井川町診療所隣り）に常勤します。健康相談�
等は健康センターでお受けしますので、ご利用ください。　�

※骨密度測定器の機器故障のため、骨密度測定ができませんのでご了承くだ�
　さい。�

健　診　名�月　　日�

月　　日�

内　　　　　　　　容� 時間・会場�

健　康　相　談�健康、栄養に関する相談等�

母　子　健　康�
手　帳　交　付�

わ　い　わ　い�
広　　　場�

母子健康手帳・妊婦健康診査受診票交付�
保健指導、栄養指導�

乳幼児と親等が対象。みんなで遊び、情報�
交換。相談（栄養、歯科）もできます。�

８月　２　日�
　　16日�

(月)

月　　日�

す　く　す　く�
学　　　級�

平成16年５月生まれ�離乳について（試食）�
９：30～９：45�
健康センター�

９：00～12：00�
健康センター�

乳　児　健　診�
平成16年4月、1月�
15年10月・8月生まれ�

身体計測、保健指導�
内科診察、栄養指導�

13：00～13：30�
健康センター�

８月24日�
(火)

すくすく学級・乳児健診�
健　診　名� 対　　象　　者� 内　　　容� 受付時間・会場�

風しん予防接種�
対　　　象　　　者� 受付時間・会場�

平成13年8月1日～15年7月31日生まれ�
及び７歳６ヶ月未満で未実施の子�

13：30～14：00�
井川町診療所�

８月９日�
(月)

毎週月曜日�
※祝日は除く�

９：00～�
　17：00�
�
健康センター�

対　象　者�

食生活改善推進員養成講座�
会　　場�内　　　　　容�

・レクダンス�
・講話「健康秋田21計画」について�
　　　〔秋田地域振興局　福祉環境部　健康・予防課〕�

月　　日�

８月６日�
(金)

鷲谷華
か な

奈ちゃん
（海老沢）



18

Planning to Do
計画

Alan: What are you planning to do on your summer 
vacation?
（夏休みは何か計画を立てていますか。）

Nick: I'm planning to go camping in Hokkaido. I haven't 
been to Hokkaido before.
（北海道へキャンプに行く予定です。まだ北海道へ行ったこと

がありません。）

Alan: Oh, great! Hokkaido is beautiful in the summertime 
and there is a lot do.
（それはすごいですね！北海道は夏の間はすばらしくて、やる

ことがたくさんあります。）

Nick: What do you recommend?
（君なら何を薦めますか？）

Alan: You can go hiking, rafting and also, you can visit 
the local farms.
（ハイキングやいかだをしたり、また地元の農場へ行くのもい

いですよ。）

Nick:It sounds good; I'm looking forward to going.What 
are you planning to do for the summer vacation.
（いいですね。行くのが楽しみになってきました。君は夏休み

の間、何を計画しているのですか？）

Alan: Unfortunately, I have to work, so I don't have any 
time off.

（残念だけど、仕事があって休みはないんですよ。）

Nick: Oh, that's too bad.
（それはお気の毒ですね。）

このコーナーは、毎週水曜日、有線放送の定時放送
で放送されます。ひとくち英会話のテキストとして
ご利用ください。

斎藤一輝さん（赤沢）

しっかり勉強して、医
者になり薬を発明した
いです

鈴木祐也さん（羽立）

医者になって、病気の
人を助けたいです

鈴木　凌さん（羽立）

テレビカメラマンに
なって、きれいな映像
を撮りたいです

遠藤華奈子さん（今戸）

デザイナーになり、たくさ
ん服を作ってみんなに着
てもらいたいです

勝又美香さん（宇治木）

幼稚園の先生になり、
笑顔で子ども達にやさ
しくしたいです。

聖霊高校　合唱部
渡部 結 さん (３年・新 間 ) 前左

山崎 裕惟さん (３年・井 内 ) 前右

鈴木 彩夏さん (１年・街 道 ) 後左

遠間 絵理さん (１年・新屋敷) 後右

例
年
、
美
し
い
歌
声
に
評
価
が
高
い
聖
霊
高
校

合
唱
部
。
三
十
二
人
以
下
の
部
・
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
出

場
す
る
県
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
て
、
そ
の
歌
声
に
磨

き
を
か
け
て
い
る
四
人
の
笑
顔
が
あ
り
ま
す
。

「
中
学
は
バ
ス
ケ
部
。
高
校
入
学
を
き
っ
か
け
に
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
ま
し
た
。
新
入

生
へ
の
部
活
紹
介
で
聞
い
た
合
唱
に
感
動
し
て
入
部

を
決
め
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
渡
部
結
さ
ん
。
部
で

は
副
主
将
を
任
さ
れ
、
全
体
の
ま
と
め
役
。
「
み
ん

な
で
一
つ
の
曲
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
楽
し

い
し
、
何
よ
り
も
聞
い
て
く
れ
た
人
た
ち
の
歓
声
が

次
の
作
品
へ
取
り
組
む
励
み
に
な
り
ま
す
」
と
話
す

山
崎
裕
惟
さ
ん
は
「
四
人
に
共
通
す
る
こ
と
は
歌
う

こ
と
が
好
き
な
こ
と
」
と
笑
顔
。

そ
ん
な
や
さ
し
い
先
輩
た
ち
に
サ
ポ
ー
ト
さ
れ

話
す
、
二
人
の
下
級
生
。
鈴
木
彩
夏
さ
ん
は
「
中
学

の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
美
し
さ
や
楽

し
さ
に
気
づ
き
ま
し
た
。
他
の
パ
ー
ト
と
の
音
合
わ

せ
が
が
難
し
い
と
こ
ろ
」
。
「
聖
霊
高
校
に
入
学
が

決
ま
っ
た
時
に
は
、
合
唱
部
に
入
り
た
い
と
思
っ
て

ま
し
た
。
耳
を
頼
り
に
音
程
を
取
る
の
が
と
て
も
難

し
い
」
と
遠
間
絵
理
さ
ん
。
互
い
に
先
輩
た
ち
の
合

唱
に
鳥
肌
が
立
つ
程
、
感
動
し
た
と
話
し
ま
す
。

東
北
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
受
賞
を
目
標
に
、
部
員

一
体
と
な
り
、
曲
に
取
り
組
ん
で
い
る
聖
霊
高
合
唱

部
。
八
月
に
行
な
わ
れ
る
県
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
、

夏
休
み
中
も
合
宿
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

終
始
に
こ
や
か
な
四
人
、
学
年
を
越
え
た
信
頼
感
が

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

163
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井川短歌会詠草

みんなのひろば

６００字で�

　　　ひとこと�

97

わ
が
庭
の
草
取
り
し
つ
つ
驚
き
ぬ
実み
し
ょ
う生
の
若
木
の
び
た
る
長
さ 

 

工
藤　

美
穂

隊
員
の
追
加
派
遣
は
無
謀
に
て
政
権
移
譲
し
て
も
危
険
伴
う 

渡
部　

廣
治

ひ
も
す
が
ら
枝
に
烏
か
ら
す

の
鳴
き
止
ま
ず
不
吉
に
感
じ
る
声
高
ま
れ
ば 

鈴
木　

鉱
造

六
十
年
過
ぎ
た
る
今
も
父
憶
い
千
鳥
ヶ
淵
の
墓
苑
に
ぬ
か
づ
く 

遠
藤
恵
美
子

バ
ラ
園
の
香
に
包
ま
れ
て
歩
み
行
け
ば
草
取
る
人
の
輝
き
て
見
ゆ 

伊
藤　

陽
子

真
夏
日
に
涼
を
も
と
め
て
庭
隅
の
大
樹
の
下
に
蝉
し
ぐ
れ
聞
く 

渡
部　

光
造

自
炊
す
る
孫
へ
と
送
る
荷
の
中
に
初
生
り
の
ナ
ス
も
五
六
個
入
れ
ぬ 

伊
藤
ミ
ヤ
子

ブ
ロ
ッ
ク
の
継
ぎ
目
に
耐
え
て
楚
々
と
咲
く
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
の
花
を
愛
し
む 

小
林　

喜
作

し
ろ
つ
め
く
さ
が
畔
の
こ
こ
に
も
あ
そ
こ
に
も
と
吾
娘
と
摘
み
し
は
遠
き
遠
き
日 

児
玉
千
代
子

庭
木
切
る
鋏
の
音
に
目
が
覚
め
て
亡
き
夫
の
夢
を
息
子
に
話
す 

小
林　

タ
ミ

ふ
じ
蔓
を
鉈
一
丁
で
切
る
こ
と
の
準
備
不
足
を
悔
い
つ
つ
挑
む 

す
ず
き 

い
さ
む

伊
藤
信し

ん
た
ろ
う

太
朗
ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

 

父
・ 

智
範 

さ
ん

今
戸
町
内

 
母
・ 

泰
子 

さ
ん

「伊藤監督と愉快な仲間たち」

田　中　弘　美（新屋敷）

県
南
の
刈
和
野
大
綱
引
き
で
有
名

な
西
仙
北
町
か
ら
嫁
い
で
き
て
早
十
一

年
。
二
人
の
息
子
に
恵
ま
れ
、
家
族
に

支
え
ら
れ
、
慌
し
く
も
充
実
し
た
毎
日

を
送
っ
て
い
る
。
嫁
い
だ
当
初
は
、
見

知
ら
ぬ
土
地
で
知
り
合
い
も
い
な
く
、

不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
あ
る
日
、

主
人
の
知
人
か
ら
、
町
民
体
育
館
で
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ

か
け
で
何
人
か
の
お
母
さ
ん
た
ち
と
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
教
え
て
も
ら
う

よ
う
に
な
っ
た
。

中
学
の
頃
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
だ
っ

た
も
の
の
、
こ
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、
や

っ
て
み
る
と
な
か
な
か
奥
が
深
い
。
四

人
制
で
コ
ー
ト
も
狭
く
、
ネ
ッ
ト
も
低

い
。
ボ
ー
ル
は
大
き
く
柔
ら
か
い
う
え
、

力
任
せ
に
打
つ
と
ど
こ
へ
飛
ん
で
い
く

の
か
分
か
ら
な
い
か
ら
難
し
く
、
ま
た

そ
れ
が
楽
し
く
て
、
ど
ん
ど
ん
興
味
を

持
っ
て
い
っ
た
。
全
く
バ
レ
ー
未
経
験

の
人
も
、
同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
で

き
る
の
も
魅
力
か
も
し
れ
な
い
。

現
在
、
火
・
土
曜
の
夜
、
練
習
し
て

い
る
が
、
メ
ン
バ
ー
も
同
世
代
の
お
母

さ
ん
た
ち
な
の
で
、
時
に
は
真
剣
に
プ

レ
ー
し
、
時
に
は
子
育
て
の
こ
と
を
話

し
た
り
、
い
つ
も
に
ぎ
や
か
で
笑
い
が

絶
え
な
い
。
年
に
数
回
、
県
大
会
も
あ

り
、
多
い
と
き
で
井
川
町
か
ら
三
チ
ー

ム
が
出
場
す
る
が
、
か
な
り
上
位
ま
で

勝
ち
進
む
チ
ー
ム
も
出
て
き
て
、
ま
す

ま
す
熱
が
入
っ
て
く
る
。

仕
事
・
家
事
・
育
児
を
こ
な
し
な

が
ら
、
時
間
を
つ
く
っ
て
練
習
に
く
る

パ
ワ
フ
ル
マ
マ
た
ち
に
励
ま
さ
れ
な
が

ら
、
そ
れ
以
上
に
毎
回
熱
心
に
ご
指
導

く
だ
さ
る
伊
藤
俊
郎
さ
ん(

大
倉
町
内)

に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ

る
。
監
督
な
く
し
て
は
、
こ
こ
ま
で
で

き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
伊
藤
監
督
の

も
と
、
十
代
の
頃
の
気
持
ち
で
（
？
）

体
力
が
続
く
限
り
、
長
く
楽
し
く
愉

快
な
仲
間
た
ち
と
プ
レ
ー
し
て
い
き
た

い
。

いたずらが大好きな
わんぱく坊主の信太朗。
わが家の「台風１号」は
どんどん勢いを増して
家族を巻き込んでいます。
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田　

中
井
川
町
の
玄
関
・
交
通
の
中
心
地

～町内だより�
〈16〉�

※
広　

報　

い　

か　

わ　

№
５
７
３　
　

※
編
集
・
発
行
／
井
川
町
役
場
情
報
課　

〒
０
１
８
―
１
５
９
６　

秋
田
県
南
秋
田
郡
井
川
町
北
川
尻
字
海
老
沢
樋
ノ
口
78
―
１　

0
０
１
８
（
８
７
４
）
４
４
１
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
（
８
７
４
）
２
６
０
０　

※
印
刷
／
秋
田
協
同
印
刷
㈱

・人　口　男　2,865人（－13）�
　　　　　女　3,188人（－　４　）�
　　　　　計　6,053人（－17）�
・世帯数　　　1,765戸（＋18）�
　(　）内は前年同月との比較�

人口などの動き�
　（７月１日現在）�

だ　よ　り�
（6／21～7／20)

慶　弔�

�

■環境改善センター………�

■歴史民俗資料館……………�

■町民体育館………………�

■町民武道館………………�

■町営野球場………………�

■スポーツ交流館……………�

■定住促進センター……�

■日本国花苑施設…………�

■老人福祉センター……�

■ごみ処理量…………………�

■し尿処理量………………�

�

1,612人（4,466人)�

29人（ 64人)�

1,682人（4,822人)�

1,119人（2,628人)�

1,094人（2,381人)�

93人（ 431人)�

1,463人（5,664人)�

2,439人（6,950人)�

1,467人（4,731人)�

88ｔ（ 266ｔ)�

85s（ 263s)

施設の利用状況（６月）�
(　)内は累計�

■ご結婚おめでとう（転入）�

　白川　智也　田　中�
　齊藤美紀子　上小阿仁村　田　中（田　中)�

　伊藤　一真　宇治木�
　小玉　　忍　五城目町　宇治木（宇治木)�

■お悔やみ申し上げます。�

石　井　力　哉（68歳･一　男）宇治木�

中　道　豊之助（92歳･正　脩）今　戸�

佐　藤　ヤ　ヱ（88歳･本　人）綱木沢�

■地域福祉基金へ�

・有限会社ワイドワンより、社会福祉

チャリティショーの収益金として�

　２万円。�

“ありがとうございました”�

善　意�

　（新本籍）　（新住所）�

田
中
町
内
は
、
街
道
・
羽
立
町
内
に
隣

接
し
た
面
積
の
小
さ
な
町
内
で
す
。
先
人

の
記
し
た
「
田
中
町
内
の
あ
ゆ
み
」
に
よ

れ
ば
、
昭
和
二
八
年
当
時
の
世
帯
数
が
現

在
と
同
数
の
六
六
世
帯
と
記
録
さ
れ
て
お

り
、
町
内
会
の
規
模
と
し
て
は
大
き
く
変

化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
世
帯
人
数
の
減
少
は
否
め

ず
、
特
に
子
供
の
少
な
さ
を
懸
念
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
元
気
な
声
を
聞

く
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町

内
の
ほ
ぼ
中
心
部
に
浜
井
川
神
明
社
が
あ

り
、
近
隣
町
内
の
神
事
行
事
が
催
さ
れ
る

ほ
か
、
公
民
館
が
同
敷
地
内
に
あ
る
こ
と

で
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
近
年
に
な
っ
て
井
川
さ
く
ら
駅

が
で
き
た
こ
と
で
、
交
通
の
便
も
大
き
く

変
わ
り
、
そ
の
住
み
よ
さ
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

町
内
会
の
行
事
と
し
て
は
、
町
内
会
運

動
会
と
盆
踊
り
を
中
心
に
地
区
住
民
の
親

睦
を
図
り
、
助
け
合
い
に
よ
り
安
全
に
生

活
で
き
る
よ
う
協
力
し
合
っ
て
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
世
帯
が
参
加
す
る
運
動
会

は
、
毎
年
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
お
り
、

ま
た
先
祖
を
敬
う
盆
踊
り
も
そ
の
太
鼓
の

音
が
響
き
わ
た
る
と
、
我
も
我
も
と
集
う

姿
は
楽
し
さ
そ
の
も
の
で
す
。
さ
ら
に
婦

人
会
有
志
に
よ
る
井
川
さ
く
ら
駅
周
辺
の

草
取
り
・
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
田

中
町
内
な
ら
で
は
の
自
慢
で
き
る
こ
と
の

ひ
と
つ
で
す
。

こ
の
よ
う
に
生
活
環
境
に
も
、
住
民
の

支
え
合
い
の
心
に
も
恵
ま
れ
た
こ
の
地
に

暮
ら
し
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
今
後
も

田
中
町
内
の
益
々
の
発
展
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

（
田
中
町
内
会
長
・
伊
藤
春
男
さ
ん
）

暑
い
で
す
…
。「
夏
っ
て
こ
ん
な
に
暑

か
っ
た
っ
け
か
？
」
と
思
い
な
が
ら
、
編

集
後
記
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。「
役
場
に

エ
ア
コ
ン
な
い
の
が
ぁ
」
と
正
面
玄
関
か

ら
大
声
が
聞
こ
え
て
き
た
り
し
て
、
来
庁

さ
れ
る
住
民
の
方
た
ち
も
足
早
。
私
も
庁

舎
内
で
の
編
集
作
業
が
良
い
の
か
、
そ
れ

と
も
屋
外
に
出
て
取
材
に
あ
た
っ
た
方
が

幸
せ
な
の
か
、
究
極
の
選
択
の
毎
日
で
す
。

さ
て
、
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。
毎
日
、
炎
天
下
で
の
作
業
に

も
音
を
上
げ
ず
、
取
り
か
か
っ
て
い
る
彫

刻
家
の
三
氏
。
夏
の
暑
さ
も
手
伝
っ
て
、

迫
力
満
点
で
す
。
角
張
っ
た
石
に
丸
い

面
を
つ
け
る
、
大
き
な
石
板
に
穴
を
く
り

貫
く
な
ど
作
業
も
豊
富
。「
秋
田
は
ま
だ

涼
し
い
方
で
す
よ
」
と
さ
ら
っ
と
言
う
招

待
作
家
の
牛
尾
さ
ん
…
。
…
言
葉
が
出
ま

せ
ん
で
し
た
。
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
国
花

苑
に
足
を
運
ん
で
、
彫
刻
家
た
ち
の
迫
力

を
味
わ
っ
て
み
て
は
ど
う
で
す
か
？　

八

月
、
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
夏
行
事
も
盛

り
だ
く
さ
ん
、
体
調
を
く
ず
さ
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
ね
。 

け


